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　７月18日(火)、保健センターで
２歳児親子歯科健診が行われま
した。お母さんがお手本となり
歯科診察を受けました。その後、
歯磨き指導が行われ、お母さん
といっしょに歯を磨きました。
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▲公開授業の様子▲授業内容の検討会

－授業を一般公開－
参観者の意見が、学校側へダイレクトに届き授業に反映
される。学校運営における新たな試みを取材しました。
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「
毎
回
、
勉
強
に
な
り

ま
す
。
地
域
の
人
に
も
参

観
し
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
で
す
」、「
普
段
の

子
ど
も
の
様
子
が
わ
か

り
、
家
庭
で
の
教
育
に
も

役
に
立
ち
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。　

　

今
後
も
様
々
な
か
た
を

巻
き
込
ん
で
発
展
さ
せ
て

欲
し
い
と
、
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

右： 中  圓  尾  陽  子 さん（朝日野在住）
なか まる お よう こ

左： 玉  川  香  織 さん（朝日野在住）
たま がわ か おり

▲授業研究会

　

教
育
現
場
で
は
、
特
色
あ
る
学

校
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
東
小
学

校
で
は
、
今
年
度
公
開
授
業
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。

　
「
教
師
は
授
業
で
勝
負
。
よ
り

よ
い
授
業
が
、
教
師
の
命
で
す
」

今
年
度
よ
り
東
小
学
校
に
赴
任
さ

れ
た 
石  
田  
成  
人 
学
校
長
は
、
こ
う

い
し 
だ 
な
り 
と

言
い
ま
す
。「
学
校
に
必
要
な
こ

と
は
、
授
業
改
善
で
す
」
授
業
研

究
会
に
、
保
護
者
に
も
参
加
し
て

も
ら
お
う
。
現
在
子
育
て
を
し
て

い
る
環
境
か
ら
、
教
師
と
は
違
っ

た
視
点
で
授
業
を
参
観
し
、
教
師

だ
け
の
研
究
会
以
上
の
、
斬
新
な

意
見
や
感
想
が
期
待
で
き
る
は
ず

と
、
石
田
校
長
は
確
信
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
持
つ
力

を
引
き
出
す
こ
と
に
真
に
結
び
つ

く
、
幅
の
あ
る
実
践
的
な
授
業
を

目
指
た
め
。
授
業
改
善
を
目
的
に

公
開
授
業
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
材
に
伺
っ
た
日
は
、
全　

ク
11

ラ
ス
の
最
後
の
公
開
授
業
で
し

た
。
教
室
で
は
、
全
教
員
と　

人
20

余
り
の
保
護
者
が
、
指
導
案
を
片

手
に
真
剣
な
面
持
ち
で
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
は
、
わ
が

子
の
様
子
だ
け
が
気
に
な
る
保
護

者
の
か
た
も
、
こ
の
日
は
違
い
ま

し
た
。
教
師
が
１
時
間
の
授
業

で
、
そ
の
目
標
ま
で
に
ど
の
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
を
導
い
て
い
く
の

か
。
自
分
が
教
師
な
ら
こ
ん
な
時

ど
う
す
る
の
か
。
子
ど
も
は
ど
こ

ま
で
理
解
し
て
い
る
の
か
。
様
々

な
視
点
で
参
観
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
長
室
に
集
ま
り
、

代
表
の
先
生
を
交
え
て
の
検
討
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
先
生
を
前
に

し
て
の
率
直
な
意
見
や
鋭
い
質

問
、
逆
に
保
護
者
に
は
分
か
ら
な

か
っ
た
指
導
手
順
や
テ
ク
ニ
ッ

ク
。
意
見
交
換
は
充
実
し
た
も
の

で
し
た
。

　

４
回
の
授
業
に
参
加
さ
れ
た 
松 まつ

 
本  
吉  
雄 
教
育
委
員
は
「
い
ろ
ん
な

も
と 
よ
し 
お

人
の
意
見
を
聞
い
て
、
授
業
の
組

み
立
て
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
学

校
と
地
域
の
関
係
は
大
切
で
あ

り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
授
業
公

開
の
継
続
を
望
ん
で
い
る
」
と
地

域
に
根
付
い
た
教
育
の
重
要
性
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
放
課
後
に
開
か
れ
る

授
業
研
究
会
で
は
、
全
教
員
が
一

つ
の
授
業
に
つ
い
て
考
え
、
議
論

し
ま
す
。
事
前
に
ま
と
め
ら
れ
た

保
護
者
の
意
見
や
感
想
も
、
こ
の

時
発
表
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は

討
論
の
的
に
な
り
、
す
ぐ
さ
ま
、

次
の
授
業
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

授
業
研
究
会
を
終
え
た
先
生
が

た
は
、「
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の

ク
ラ
ス
で
、
研
究
授
業
を
す
る
の

は
初
め
て
で
す
。
自
分
た
ち
の
思

い
つ
か
な
い
よ
う
な
意
見
が
と
て

も
新
鮮
で
大
変
参
考
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
も
成
長
し
ま
す

し
、
私
た
ち
教
師
も
改
善
し
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
ま

す
」
と
意
欲
的
で
し
た
。

　

今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
を
目
指
し
て
、
地
域
の
か

た
に
も
学
校
運
営
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
と
石
田
校
長
は
考
え
て

い
ま
す
。

　

三
位
一
体
改
革
が
叫
ば
れ
る
時

代
、
と
も
す
れ
ば
義
務
教
育
の
世

界
に
も
、
地
域
格
差
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
カ

バ
ー
す
る
の
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
教
育
に
対
す
る
意
識
で

す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

学
校
と
い
っ
し
ょ
に
育
て
る
。 
現 い

 
代 
を
生
き
る
私
た
ち
に
与
え
ら
れ

また
役
目
で
す
。

教
師
は
授
業
で
勝
負
！

私
た
ち
の
役
目

い
つ
も
と
違
う
授
業
参
観

地
域
に
根
付
い
た
教
育

各
学
校
で
も

授
業
を
公
開

【
西
小
学
校
】

◆
学
習
の
様
子
と
芸
術
鑑
賞
を

保
護
者
地
域
の
み
な
さ
ん
に
公

開
い
た
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　
　

11

11

(土)

１
・
２
・
５
校
時
（
授
業
参
観
）

※
授
業
参
観
は
各
教
室
、
親
子

観
劇
会
（
３
・
４
校
時
）
は
体

育
館
で
行
い
ま
す
。

【
南
小
学
校
】

◆
保
護
者
地
域
の
み
な
さ
ん
に

授
業
を
公
開
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
芸
術

鑑
賞
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　

10

20

(金)

１
〜
３
校
時
（
授
業
参
観
）

※
午
後
芸
術
鑑
賞
な
ど

【
北
小
学
校
】

◆
６
月　

日　

に
地
域
の
か
た

30

(金)

と
の
桜
が
丘
ふ
れ
あ
い
給
食
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
７
Ｐ
参
照
）

◆
保
護
者
地
域
の
み
な
さ
ん
を

招
待
し
、
６
年
生
を
送
る
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

予
定
日　

平
成　

年
３
月　

日　

19

18

(日)

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
小
学
校

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対

象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
医
療
機
関
で

受
診
後
に
申
請
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
対
象
者　

板
倉
町
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
、
国
保
税
の

滞
納
の
な
い
世
帯
の
か
た

▼
受
診
方
法　

受
診
者
本
人
が
、

希
望
す
る
医
療
機
関
に
直
接
申
し

込
ん
で
受
診
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法　

健
診
費
の
全
額
を

支
払
っ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
次

の
必
要
書
類
を
持
参
し
、
町
民
生

活
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
人
間
ド
ッ
ク
健
診
費
の
領
収
書

②
健
診
結
果
報
告
書（
確
認
の
み
）

③
国
民
健
康
保
険
証

④
印
鑑

⑤
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
預

金
通
帳
な
ど
。
郵
便
局
は
除
く
）

▼
助
成
金
額　

１
２，
０
０
０
円
を

限
度
に
助
成
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
生
活
課
保
険

年
金
係
ま
で

教
育
委
員
会 
　
　

内
線
１
６
６

人
間
ド
ッ
ク　

健
康
管
理
を
大
切
に

児
童
扶
養
手
当　

自
立
を
支
援
し
ま
す
福
祉
課 

内
線
１
２
６

　

学
校
の
授

業
で
も
う
少

し
先
生
の
指

導
の
も
と
で

学
習
を
重
ね

れ
ば
、
基
礎

的
な
内
容
が

定
着
す
る
の
に
…
。
そ
う
感
じ

て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
各

学
校
の
先
生
が
た
が
学
習
指
導

を
行
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　

９
月
〜
翌
年
２
月

■
対
象
学
年（
希
望
者
の
み
）

・
小
学
校　

３
年
生
〜
６
年
生

・
中
学
校　

１
年
生
〜
３
年
生

■
実
施
日

・
小
学
校　

原
則
第
３
土
曜
日

　
（
月
１
回
）

・
中
学
校　

原
則
第
１
土
曜
日
・

　

第
３
土
曜
日（
月
２
回
）

■
実
施
内
容　

基
礎
的
・
基
本
的

な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る

た
め
の
補
充
的
な
学
習

■
指
導
教
科

・
小
学
校　

国
語
、
算
数

・
中
学
校　

国
語
、
数
学
、
英
語

※
指
導
の
具
体
的
な
メ
ニ
ュ
ー

や
実
施
方
法
は
、
各
学
校
か
ら
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
先

　

参
加
を
希
望
す
る
児
童
生
徒

は
、
各
学
校
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
学
校
教
育
係
ま
で

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

土
曜
ス
ク
ー
ル
開
催

　

県
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
支
給
の
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
ま
だ
受
給
し
て
い
な
い
か

た
は
、
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
児

童
を
監
護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の

母
親
ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
か
た

○　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

18
の
３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

31

童
で
、
父
と
の
状
況
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る

・
父
母
が
離
婚

・
父
が
死
亡

・
父
が
重
度
の
障
害
者

・
父
の
生
死
が
不
明

・
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

・
父
が
一
年
以
上
拘
禁

・
未
婚
の
母
の
子

▼
手
当
額（
児
童
一
人
月
額
）

９，
８
５
０
円
〜
４
１，
７
２
０
円

▼
対
象　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一

定
の
障
害
の
あ
る　

歳
未
満
の
児

20

童
を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
か
た

▼
手
当
額（
月
額
）

・
１
級　

５
０，
７
５
０
円

・
２
級　

３
３，
８
０
０
円

※
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出

　

該
当
す
る
か
た
に
は
別
途
通
知

し
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
期
限

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
部
を
助
成
し
ま
す
！

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用

町
民
生
活
課 

内
線
１
２
０

　

児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

８月21日(月)～24日(木)
問合せ
農産物直売所
健康の郷　 季  楽  里 

き ら り

�９１－４１４７

臨時休業します
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保健センター　　　　　　　　�８２－３７５７

児
童
虐
待
・
暴
力　

暴
力
、絶
対
や
め
て
福
祉
課 

内
線
１
２
６

アイディア料理で優秀賞
健康づくり親と子のアイディア料理コンクール

　６月22日(木)、群馬会館

で行われた食生活改善大会

において、 栗  原  順  子 さん・
くり はら じゅん こ

 侑  子 ちゃん親子（岩田）が昨
ゆき こ

年に続き２度目の「健康づ

くり親と子のアイディア料

理コンクール」優秀賞を受

賞しました。

町民生活課健康推進係 　　　�８２－３７５７

総務課職員係　　　　　　　　　内線１１４

公表します！
町の人事状況

福
祉
課 

　
　

内
線
１
２
５

　

全
国
で
児
童
虐
待
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
防
止

法
に
お
い
て
、
虐
待
を
発
見
し
た

者
は
速
や
か
に
児
童
相
談
所
や
市

町
村
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
命
を
守
る
た
め
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
が
う
ま
く
い
か

ず
、
お
子
さ
ん
を
虐
待
し
た
り
、

育
児
を
放
棄
し
て
し
ま
い
そ
う
な

保
護
者
の
か
た
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

通
告
・
相
談
先　

児
童
福
祉
係

�
内
線
１
２
６

東
部
児
童
相
談
所

�
　

－

３
７
２
１

31

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か

ら
の
暴
力
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

女
性
に
対
す
る
い
わ
れ
な
き
暴
力

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
。
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課
児
童
福
祉
係

・
相
談
や
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど

�
内
線
１
２
６

▼
群
馬
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

・
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
保

護
命
令
制
度
の
情
報
提
供
・
一
時

保
護
な
ど

�
０
２
７－

２
３
１－

４
４
８
８

▼
群
馬
県
警
察

・
相
手
へ
の
指
導
や
警
告
・
検
挙
・

保
護
命
令
制
度
の
情
報
提
供
な
ど

�
０
２
７－

２
２
４－

８
０
８
０

　

第
９
行
政
区
担
当
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
市
澤
孝

一
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員　

名
と

33

主
任
児
童
委
員
２
名
が
、
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
困
り

の
と
き
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱

民
生
委
員
・
児
童
委
員

板倉町職員の人事運営などの状
況について、下記のとおり公表
します。

■職員数に関する状況
　　平成17年度の職員数は１６３名。部局ごとでは、町長
　部局１３２名、教育委員会部局２６名、農業委員会部局
　３名、議会部局２名。
　　平成17年度の昇任関係は、課長１名、係長１名、係長代
　理２名、主任３名、技師１名。
■職員の給与の状況
　　職員（特別会計職員を除く）１４５名の給与費は、給料
　５億４，５８８万円、職員手当７，４９４万円、期末勤勉手
　当２億２，２６２万円、合計８億４，３４４万円。
　　なお、１人当たりの平均給与費は年額約５８１万円。
■職員の勤務時間の状況
　　職員の勤務時間は午前８時30分から午後５時15分まで、
　休憩時間は45分、休息時間は15分が２回。また、年次有
　給休暇の平成17年平均取得日数は６.５日。
■職員の研修及び勤務成績の状況
　　職員研修所の実施する職別研修や実務研修などは積極
　的に参加しています。平成５年度から実施している群馬
　県への実務研修をはじめ、館林市・板倉町・明和町３市
　町の地域課題合同研修などを含めると、延べ６７７名の
　職員が研修に参加しています。なお、職員の勤務成績の評
　定は、平成15年度から実施しています。
※なお、職員の分限及び懲戒処分の状況、服務の状況、福祉
　及び利益の保護の状況などを含む詳細については、町の
　ホームページで公表しています。  市  澤  孝  一 さん

いち ざわ こう いち

海老瀬・９区

児
童
虐
待
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う
！

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は

悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
を

板倉産トマトときゅうりを使ったイタメシ

①家にある野菜やハム、たまごなどを使い、

　チャーハンを作ります。

②炒めているところへ、ざくぎりにしたト

　マトを入れます。酸味が出て、イタリア

　ン風味になります。

③これを、特製だれのついたきゅうりを中

　心に入れ、サニーレタスで巻いて食べます。

手早く、おいしく、栄養のあるものを！
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おいしいよ

放水始めっ�
　７月２日(日)、第33回板倉消防団ポンプ操法競技

大会が実施されました。各分団ともに選手と団員が

一丸となり、約３か月間週３日以上の厳しく苦しい

練習を重ねて大会に挑みました。

　熱気と緊張が会場を包んだ大会、消防団ＯＢや家

族からの声援のなか、選手たちはベストを尽くそう

と必死にがんばっていました。

　7月15日(土)、南部公民館でそば道場

のかたを講師に招いて、子ども学習支

援のあと、うどん打ち体験教室が実施

されました。地域の子どもたち18名が

参加して行われた体験では、みんなが

協力してうどんの生地を麺棒で伸ばし

たり、その伸ばした生地を包丁で切っ

たりしました。

　参加した南小４年生の 高  瀬  美  咲 ちゃ
たか せ み さき

ん、 長  沢  由  加 ちゃんは「うどん作り、
なが さわ ゆ か

とても楽しかった。太い麺、細い麺が

たくさんできたけど、みんなと作った

からすごくおいしかった」と笑顔で話

してくれました。

【大会成績】
優　勝　第１分団
準優勝　第３分団
　　　　第２分団
第３位　第４分団
　　　　第５分団

最優秀個人賞（敬称略）

指揮者　 館  野  充  幸 (４)
たて の みつ ゆき

１番員　 小林弘幸 (３)
こばやしひろゆき

２番員　 山  本  清  仁 (３)
やま もと きよ ひと

３番員　 野  辺  光  洋 (５)
の べ みつ ひろ

４番員　 細  川  和  範 (４)
ほそ かわ かず のり

※（　）内は、分団名
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第13回夏季ゲート
ボール大会実施

中央公民館で
うどん打ち教室

第40回板倉杯争奪
町民野球大会開催

祖父母を招いて、
保育園で七夕まつり

まっすぐ進むかな

飛び出し注意�

みんなで食べる給食
とってもおいしいね

東部公民館で
お菓子作りを体験！

　７月上旬、町内保育

園で七夕まつりが行わ

れ、祖父母と孫で短冊

を飾り付けました。

　７月７日(金)、中央公

園芝生広場で13チーム

(約80名)が参加して行

われました。

　７月中旬の２日間、

９チーム(約100名）が参

加して、成人の野球大

会が開催されました。

　６月30日(金)、北小学

校で地域のかたを招い

て、桜ヶ丘ふれあい給

食会が行われました。

　７月19日(水)、西小６年生10名が館林警察署交通安全課

のアドバイスを受けながら、通学路で危険な箇所を確認し

ました。また、児童の道路への飛び出しを防止するために、

パンダのイラスト入りの飛び出し防止マークをはりました。

　 荒  井  梨  沙 ちゃんは「カーブで車が見えない交差点もある
あら い り さ

ので、飛び出しには注意したい」と話してくれました。

　７月９日(日)、中央公

民館で一般町民を対象

にしたうどん打ち教室

が行われました。

　７月15日(土)、東部公

民館で地域の子どもた

ち58名が参加して、お

菓子作りをしました。

　７月６日(木)、町内の小学生を対象に揚舟講座が実施さ

れました。児童たちは、民具収蔵庫の前で町民俗研究会か

ら水害の歴史や揚舟の役割を学びました。その後、ふれあ

い公園の池で、揚舟に乗船してこぎ方を体験しました。

　西小３年生の 小  川  大  輝 くんは「こぎ方がうまい！　素質
お がわ たい き

があると言われ、うれしかった」と話してくれました。
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今
月
の
広
報
紙
に
「
広
聴
は
が

き
」
を
折
り
込
み
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
「
考
え
て
い

る
こ
と
」
や
「
疑
問
に
感
じ
て
い

る
こ
と
」
な
ど
を
書
い
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
「
広
聴
は
が
き
」
に
よ
っ
て
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て

担
当
課
が
回
答
し
て
い
ま
す
が
、

広
報
紙
面
上
に
は
限
り
が
あ
り
、

す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
掲
載
で
き
な
い
と
き
に

は
、
個
人
に
回
答
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
み
な
さ
ん
へ
お
願
い

　

投
書
に
つ
い
て
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。
は
が
き
に
は
、
住
所
、
氏

名
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

広
報
広
聴
係

�
内
線
１
３
６

　

近
隣
の
栗
橋
町
、
大
利
根
町
な

ど
で
は
、
広
報
紙
に
地
元
企
業
の

広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
町
に

引
っ
越
し
て
来
た
か
た
へ
は
地
元

の
お
店
な
ど
が
分
か
り
便
利
に
な

る
し
、
町
に
も
広
告
料
と
し
て
収

入
が
増
え
ま
す
。
広
告
掲
載
を
検

討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（　

代
男
性
・
匿
名
希
望
）

30

　

全
国
的
に
み
る
と
、
１
０
０
以

上
の
自
治
体
が
広
報
紙
に
民
間
企

業
や
商
店
な
ど
の
広
告
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

自
主
財
源
の
確
保
、
地
元
商
工
業

者
の
活
性
化
、
生
活
情
報
の
提
供

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

広
告
主
か
ら
み
れ
ば
、
広
報
紙

は
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
の
で
、

町
民
が
見
る
機
会
を
多
く
提
供
で

き
る
信
頼
度
の
高
い
メ
デ
ィ
ア
だ

と
思
い
ま
す
。
掲
載
す
る
大
き
さ

や
広
告
料
な
ど
、
他
市
町
村
の
広

告
掲
載
状
況
を
調
べ
て
、
今
後
、

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
合
せ　

広
報
広
聴
係

�
内
線
１
３
６

　

幼
少
時
代
か
ら
家
族
や
友
達
の

髪
を
触
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
将

来
は
、
美
容
の
仕
事
に
必
ず
就
く

と
決
め
て
い
た
高
瀬
さ
ん
。
美
容

専
門
学
校
を
卒
業
後
に
、
館
林
市

内
の
美
容
室
で
７
年
間
ほ
ど
住
み

込
み
で
修
行
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
こ
ろ
は
、
先
生
が
一
つ
一
つ
丁

寧
に
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

く
、
人
の
仕
事
を
見
て
自
分
の
技

術
に
し
た
そ
う
で
す
。
高
瀬
さ
ん

は
「
カ
ッ
ト
・
パ
ー
マ
の
勉
強
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
慣
れ
な
い
食

事
の
支
度
や
掃
除
洗
濯
も
し
て
い

た
の
よ
。
と
て
も
楽
し
く
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
か
な
」
と
懐
か
し
そ

飯野在住

 高  瀬  美  津  子 さん
たか せ み つ こ

髪
を
触
る
こ
と
が
大
好
き

待
っ
て
ま
す
！

み
ん
な
の
声

広
報
紙
へ
広
告

掲
載
し
て
は
？

検
討
し
た
い
！

広
告
掲
載
な
ど

女性が一番きれいに輝く
ようにトータルコーディ
ネートもする高瀬さん。
今年の館林まつりでもみ
んなを引っぱる威勢のい
いかけ声を響かせた。

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

こ
こ
ま
で
や
り
抜
い
て
こ
れ
た
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 矢  口  仁  彦 さん（籾谷在住）
や ぐち きみ ひこ

昭和56年生まれ　25歳〔血液型Ｏ型〕
板倉町に色々なお店ができればいいな

現
在
は
何
を
し
て
ま
す
か
？

　

整
形
外
科
病
院
で
医
療
事
務
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
お
年

寄
り
の
か
た
と
接
す
る
の
が
大
好

き
で
、
こ
の
仕
事
を
選
択
し
ま
し

た
。
私
の
こ
だ
わ
り
は
、
窓
口
に

見
え
た
患
者
さ
ん
に
は
必
ず
笑
顔

で
対
応
す
る
こ
と
。
一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
に
笑
顔
で
帰
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？

　

高
校
時
代
か
ら
野
球
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
た
り
、
と
に
か

く
人
と
接
す
る
こ
と
が
大
好
き
で

す
。
結
婚
し
て
も
今
の
仕
事
を
続

け
て
い
き
た
い
。
い
ろ
い
ろ
な
病

を
抱
え
た
患
者
さ
ん
が
い
ま
す

が
、
そ
の
人
た
ち
の
気
持
ち
を

し
っ
か
り
理
解
し
て
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

現
在
は
何
を
し
て
ま
す
か
？

　

父
親
と
と
も
に
大
工
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

現
場
に
行
っ
て
は
、
父
の
姿
を
見

て
い
て
、
高
校
で
は
既
に
建
築
の

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
の

こ
ろ
は
、
た
だ
言
わ
れ
た
こ
と
を

こ
な
し
て
い
た
だ
け
で
し
た
が
、

今
は
自
分
の
仕
事
に
強
い
責
任
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？

　

大
工
の
仕
事
は
大
変
奥
が
深

く
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
す
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後
は

建
築
士
な
ど
の
資
格
に
も
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
質
の
高
い
も
の
を
目
指

し
、
努
力
す
る
こ
と
で
、
お
客
さ

ん
に
十
分
満
足
し
て
も
ら
え
る
仕

事
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

○生年月日　６月19日
　体重2, 410ｇのかわいい男の子

� 昌  浩 パパと
まさ ひろ

 光  代 ママから
みつ よ

いつも元気で、たくましい子  
に育ってね�

 嶋  田 　 稜 くん
しま だ りょう

 多  田  金  吉 さん�とよさん
た だ きん きち

　　　　〔78歳〕　　　  〔76歳〕

金吉さん26歳、とよさん24歳で結婚。今
年、結婚53年目を迎えます。〔大高嶋在住〕

　お見合いで結婚。東京大学で不
妊治療をしたおかげで、ようやく
結婚７年目にして子宝に恵まれま
した。一男一女をもうけ、孫もい
てとても幸せです。日本全国を車
で旅行しました。父ちゃんとはあ
まりケンカをしたことがありませ
ん。お人よしでやさしいですね。

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
当
時
は
、
結
婚
式
場
で
挙

式
と
披
露
宴
を
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
と
き
で
し
た
。
会
場

に
出
向
き
花
嫁
さ
ん
の
お
色
直
し

も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。「
限
ら

れ
た
時
間
の
な
か
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
一
生
に
一
度
の

こ
と
だ
か
ら
最
高
の
思
い
出
に
し

て
あ
げ
た
い
よ
ね
」
と
真
剣
な
表

情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
仕
事
の
魅
力
は
、
お
客
様

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
個
性
を
引
き
出
し
、
そ
の
人

に
あ
っ
た
髪
型
や
お
化
粧
を
見
つ

け
て
輝
か
せ
、
き
れ
い
に
な
っ
て

い
く
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
高
瀬
さ
ん
は
的

確
な
お
し
ゃ
れ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
よ
う
に
、
流
行
に
は
敏
感

に
な
り
常
に
一
歩
先
を
前
進
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
努
力
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
日
々
の
努
力
が
実
を
結
び
、

５
年
前
の
第　

回
群
馬
県
美
容
コ

26

ン
ク
ー
ル
の
中
振
袖
着
付
け
競
技

部
門
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

こ
の
功
績
と
人
柄
か
ら
群
馬
県
美

容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
邑

楽
・
館
林
地
区
副
支
部
長
で
群
馬

県
理
事
を
務
め
ら
れ
、
日
々
精
力

的
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ

も
前
向
き
な
高
瀬
さ
ん
は
「
家
族

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ

こ
ま
で
や
り
抜
い
て
こ
れ
た
の
か

な
」
と
家
族
へ
の
感
謝
の
意
を
込

め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

煮
物
や
豆
料
理
が
得
意
と
話
す

高
瀬
さ
ん
は
、
夏
に
な
る
と
血
が

騒
い
で
く
る
そ
う
で
す
。　

年
間
、

34

館
林
市
内
の
長
良
睦
会
に
所
属
。

毎
年
、
館
林
ま
つ
り
に
参
加
し
て

お 
神  
輿 
を
担
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

み 
こ
し

　

健
康
維
持
の
た
め
太
極
拳
を
始

め
ら
れ
た
高
瀬
さ
ん
、
仕
事
も
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
も
笑
顔
で
楽
し
ん
で

行
う
パ
ワ
フ
ル
で
親
し
み
や
す
い

や
さ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

広
報
編
集
委
員　

宮
内
阿
津
子

夏
に
な
る
と
血
が
騒
ぐ

き
れ
い
に
な
る
お
手
伝
い
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夏
休
み
期
間
中
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
居
場
所

と
し
て
、
公
民
館
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
小
中
学
生
を
対
象
に
学
習

支
援
隊
に
よ
る
子
ど
も
学
習
支
援

と
、
地
域
の
か
た
の
知
識
や
技
術

を
生
か
し
た
体
験
教
室
を
随
時
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
公
民

館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
学
習
支
援　

午
前
９
時
〜　

時
10

用
意
す
る
物　

筆
記
用
具
・
問
題

集
な
ど
（
保
護
者
の
責
任
で
必
ず

持
た
せ
て
く
だ
さ
い
）

◆
体
験
教
室　

午
前　

時
〜
正
午

10

◎
開
催
日
と
体
験
教
室
内
容

◆
８
月
８
日　
（火）

中
央
公
民
館　

お
り
が
み
教
室

東
部
公
民
館　

吹
き
矢
教
室

南
部
公
民
館　

わ
ん
ぱ
く
教
室

北
部
公
民
館　

輪
投
げ
教
室

◆
８
月　

日　
10

（木）

中
央
公
民
館　

ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル

東
部
公
民
館　

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作

　
　
　
　
　
　

ろ
う

南
部
公
民
館　

吹
き
矢
教
室

北
部
公
民
館   
お
り
が
み
教
室

◆
８
月　

日　
17

（木）

中
央
公
民
館　

古
代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

東
部
公
民
館　

わ
ん
ぱ
く
教
室

南
部
公
民
館　

風
船
バ
レ
ー
ボ
ー

　
　
　
　
　
　

ル
教
室

北
部
公
民
館   
だ
ん
ご
作
り
教
室

◆
８
月　

日　
22

（火）

中
央
公
民
館　

う
ど
ん
打
ち
教
室

東
部
公
民
館　

お
は
な
し
会
・
工
作

南
部
公
民
館　

そ
ば
打
ち
教
室

◆
８
月　

日　
24

（木）

中
央
公
民
館　

わ
ん
ぱ
く
教
室

東
部
公
民
館　

お
り
が
み
教
室

南
部
公
民
館　

子
ど
も
映
画
会

北
部
公
民
館　

陶
芸
教
室

※
体
験
教
室
だ
け
の
参
加
も
で
き

ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
合
せ　

各
公
民
館

に
お
電
話
で
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

家
庭
や
地
域
で
過
ご
す
こ
と
が

多
く
な
る
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た

ち
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
成
長
す
る

時
期
で
す
。
成
長
す
る
過
程
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
も
生
じ
ま
す
。

そ
の
悩
み
を
自
分
で
解
決
で
き
る

子
や
友
達
・
家
庭
の
人
に
相
談
し

て
解
決
で
き
る
子
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
解
決
で
き
な
い
で
悩
ん
で

い
る
子
や
そ
の
保
護
者
の
か
た
も

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
い
き
た
く
、
教
育
相
談

を
開
催
し
ま
す
。
来
所
相
談
、
電

話
相
談
で
相
談
員
に
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
開
催
日
程　

広
報
裏
表
紙
に
掲

載
の
「
８
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談　
�
　

－

０
８
３
４

82

◆
来
所
相
談
（
電
話
で
予
約
し
て

中
央
公
民
館
２
階
の
教
育
相
談
室

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　

町
で
は
、
来

年
１
月
に
成
人

式
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
こ

で
、
い
っ
し
ょ

に
成
人
式
を
企
画
・
運
営
し
て
い

た
だ
く
新
成
人
者
の
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
手

で
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
を
作

り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
数
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
容　

式
典
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

の
企
画
・
運
営

申
込
先
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

�
内
線
１
５
９

　

第　

回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

16

テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
総
合
成
績

の
順
位
を
誤
り
表
彰
し
、
関
係
行

政
区
の
み
な
さ
ん
に
多
大
な
る
ご

迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
た
こ
と
を

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

正
し
く
は
、
総
合
優
勝
が
第　
17

行
政
区
、
準
優
勝
が
第
２
行
政
区

と
い
う
成
績
で
し
た
。

問
合
せ　

海
洋
セ
ン
タ
ー

�
　

－

０
８
５
８

82

◆
大
塚
博
堂
を
歌
い
継
ぐ
伝
道
師

　

山
田
友
人
弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
２
日　

午
後
７
時
開
演

（土）

出
演　
 
山  
田  
友  
人 
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

や
ま 
だ 
ゆ
う 
じ
ん

グ
ラ
イ
タ
ー
）

曲
目　

ダ
ス
テ
ィ
ン
ホ
フ
マ
ン
に
な

れ
な
か
っ
た
よ
・
旅
で
も
し
よ
う
か
・

め
ぐ
り
逢
い
紡
い
で
ほ
か

入
場
料　

一
般　
　

１，
２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　
　

５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
の
お
買
い
求
め
は
、
わ

た
ら
せ
自
然
館
、
各
公
民
館
ま
で

◆
ち
ぎ
り
絵
ク
ラ
ブ
作
品
展

期
間　

８
月
１
日　

〜　

日　

（火）

31

（木）

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

※
ク
ラ
ブ
員
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
を
募
集
！

心
に
残
る
成
人
式
に

�
わ
た
ら
せ
自
然
館

�
中
央
公
民
館

夏
休
み
期
間
中
の

教
育
相
談
の
ご
案
内

関
係
行
政
区
の
か
た
に

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

夏
休
み
だ
！

　
　

公
民
館
へ
行
こ
う

－

子
ど
も
学
習
支
援
と
体
験
教
室－
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◆
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

期
日　

８
月　

日　

・
９
月
３
日

27

（日）

　

・　

日　

（日）

10

（日）

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

（
途
中
、
昼
休
憩
あ
り
）

内
容　

ワ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
メ
ー
ル
の
初
心
者
向
け
講
習

（
初
歩
か
ら
学
び
ま
す
）

対
象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
一
般

成
人　

名
20

費
用　

１，
０
０
０
円
程
度（
テ
キ

ス
ト
代
）

◆
男
性
め
ん
打
ち
教
室

期
間　

９
月
〜　

月（
全
４
回
）

12

　
　
　

第
４
日
曜
日

初
回　

９
月　

日　
24

（日）

時
間　

午
後
６
時

内
容　

手
打
ち
そ
ば
の
実
技

講
師　
 
荻  
野 　
 
文 
先
生

お
ぎ 
の 

ふ
み

費
用　

１
回
１，
０
０
０
円

対
象　

初
心
者
及
び
経
験
年
数
２

年
未
満
の
か
た　

名
15

◆
天
然
み
そ
作
り
予
約
受
付
開
始

　

簡
単
に
作
れ

ま
す
の
で
、
ご

家
族
の
た
め
に

無
添
加
み
そ
を

作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
希
望
す
る
公
民
館
（
北
部
も
し

く
は
南
部
公
民
館
）
に
一
組
４
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
中
央
公
民
館
】

▼
一
般
書

・
ウ
ル
ト
ラ
・
ダ
ラ
ー   
手
嶋
龍
一 

て
し
ま
り
ゅ
う
い
ち

・
沖
で
待
つ　
　
　
　
 
絲  
山  
秋  
子 

い
と 
や
ま 
あ
き 
こ

(北)

・
オ
シ
ム
の
言
葉　
　
 
木  
村  
元  
彦 

き 
む
ら 
も
と 
ひ
こ

・
陰
日
向
に
咲
く　
 
劇  
団 
ひ
と
り

げ
き 
だ
ん

・
下
流
社
会　
　
　
　
 
三  
浦 　
 
展 

み 
う
ら 

あ
つ
し

・
国
家
の
品
格　
　
　
 
藤  
原  
正  
彦 

ふ
じ 
わ
ら 
ま
さ 
ひ
こ

(東)

・
チ
ー
ム
・
バ
チ
ス
タ
の
栄
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
海  
堂 　
 
尊 

か
い 
ど
う 

た
け
る

・
町
長
選
挙　
　
　
　
 
奥  
田  
英  
朗 

お
く 
だ 
ひ
で 
お

(東)

・
東
京
タ
ワ
ー　
(東)

　
　
　
　

リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

・
パ
ズ
ル
・
パ
レ
ス（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

▼
児
童
書

・
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ

ン
ス
上
・
下
巻　
(東)

・
ゲ
ド
戦
記（
１
〜
５
、
別
巻
）

・
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
が
っ
こ
う

へ
い
く　

ほ
か
３
冊

・
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し

・
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語

【
東
部
公
民
館
】

▼
一
般
書

・
棄
霊
島
上
・
下　
　
 
内  
田  
康  
夫 

う
ち 
だ 
や
す 
お

(北)

・
ド
ラ
マ
マ
チ　
　
　
 
角  
田  
光  
代 

か
く 
た 
み
つ 
よ

・
乱
鴉
の
島　
　
　
 
有  
栖  
川  
有  
栖 

あ
り 
す 
が
わ 
あ
り 
す

・
成
功
を
加
速
す
る
「
そ
う
じ
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
舛  
田  
光  
洋 

ま
す 
だ 
ひ
つ 
ひ
ろ

・
本
当
の
幸
せ
に
出
会
う
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
処
方
箋　
　
 
江  
原  
啓  
之 

え 
は
ら 
ひ
ろ 
ゆ
き

▼
児
童
書

・
バ
ム
と
ケ
ロ
の
に
ち
よ
う
び

・
ハ
ウ
ル
の
動
く
城

・
あ
め
の
も
り
の
お
く
り
も
の

・
ノ
ン
タ
ン
ふ
わ
ふ
わ
タ
ー
タ
ン

・
あ
っ
ち
ゃ
ん
の
は
た
け

【
北
部
公
民
館
】

▼
一
般
書

・
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
 
絵  
門 
ゆ
う 
子 

え 
も
ん 

こ

・
い
つ
も
と
れ
た
て
！　

ベ
ラ
ン

ダ
菜
園

・
バ
レ
エ
漬
け　
　
　
 
草  
刈  
民  
代 

く
さ 
か
り 
た
み 
よ

・
ボ
ケ
な
い
頭
を
つ
く
る　

秒
活

60

脳
体
操　
　
　
　
　
　
 
篠  
原  
菊  
紀 

し
の 
は
ら 
き
く 
の
り

・
脳
内
エ
ス
テ
Ｉ
Ｑ
サ
プ
リ
（
Ｖ

ｅ
ｒ．

２
〜
４
）

・
老
楽
力　
　
　
　
 
外  
山  
滋  
比  
古 

と 
や
ま 
し
げ 
ひ 

こ

・
県
庁
の
星　
　
　
　
 
桂 　
 
望  
美 

か
つ
ら 

の
ぞ 
み

・
シ
ン
プ
ル
マ
ナ
ー
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
辰  
巳 　
 
渚 

た
つ 
み 

な
ぎ
さ

※　

は
東
公
、　

は
北
公
に
も
所
蔵
。

(東)

(北)

◆申込み受付
　８月５日（土）～
※各公民館へ電話で
　お申し込みください。
（月曜日・祝日は休館日）

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集中
央
公
民
館

北
部
・
南
部
公
民
館

南
部
公
民
館

新
刊
図
書
の
ご
案

新
刊
図
書
の
ご
案
内内

期
日　

９
月　

日　
17

（日）

会
場　

板
倉
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　

無
料
（
プ
レ
ー
費
、
昼
食

代
な
ど
は
個
人
負
担
）

対
象　

町
内
在
住
在
勤
の
か
た

定
員　

先
着　

組（
２
０
０
名
）

50

申
込
み　

８
月　

日　

ま
で
に
申
込

20

（日）

用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

９
月
２
日
〜　

月
４
日

11

　
　
　
（
毎
週
土
曜
日
全　

回
）

10

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

栃
木
県
藤
岡
町
弓
道
場

参
加
費　

１，
０
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
な
ど
）

定
員　
　

名（
先
着
順
）

20

申
込
み　

８
月　

日　

ま
で
に
海
洋

27

(日)

セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

－

参
加
者
募
集－

　

弓
道
教
室（
後
期
）

－

参
加
者
募
集－

休 館 日 の
お知らせ
町内各公民館
海洋センター
わたらせ自然館
８月14日(月)
　　15日（火）
　　16日（水）
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町
県
民
税
（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
（
第
２
期
）

納
期
限　

８
月　

日　
31

(木)

問
合
せ　

税
務
課

�
内
線
１
１
６
・
１
１
７

申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
う
え
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は

件
名
に
「
バ
ス
ツ
ア
ー
」
と
記
載

願
い
ま
す
。

申
込
締
切
日　

８
月　

日　

必
着

15

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

東
部
県
民
局
館
林
行
政
事
務
所　

総
務
振
興
グ
ル
ー
プ

�
　

－

４
４
１
５

72

�
　

－

７
８
５
８

73

�

tategyou@pref.gunma.jp

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
　

月　

日　

10

29

(日)

午
前　

時
〜
午
後
４
時

11

場
所

高
崎
市
上
並
榎
町
１
３
０
０

高
崎
経
済
大
学

受
講
料　

１
６，
０
０
０
円

申
込
書
配
布
期
間

８
月
１
日　

〜　

日　

(火)

31

(木)

受
験
申
込
受
付
期
間

８
月
１
日　

〜
９
月
７
日　

(火)

(木)

問
合
せ　

上
下
水
道
課
庶
務
係

�
内
線
１
５
４

人　口　　１６，２３９人（＋12）
　男　　　　８，０８８人（＋８）
　女　　　　８，１５１人（＋４）
世帯数　　　４，９６９戸（＋11)

（　）内は前月比
平成１８年７月１日現在

　

な
お
、
特
例
脱
退
一
時
金
の
支

給
額
は
、
旧
保
険
料
納
付
済
総
額

の
８
割
相
当
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会

�
内
線
１
３
０

　

邑
楽
館
林
地
域
の
小
学
生
が
訪

れ
る
こ
と
が
少
な
い
県
庁
舎
や
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
富

岡
製
糸
場
な
ど
を
見
学
す
る
バ
ス

ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

８
月　

日　

館
林
・
大
泉

23

(水)

発
着
予
定
（
午
前
８
時
発
〜
午
後

６
時
着
予
定
）

対
象
者　

邑
楽
館
林
地
域
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者（
小
学
生
の
み
、

保
護
者
の
み
の
参
加
は
不
可
）

募
集
人
数　
　

名
（
先
着
順
）

80

参
加
費　

無
料（
昼
食
は
自
己
負
担
）

見
学
先　

群
馬
県
庁
舎
、
議
会
庁

舎
、
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
、

富
岡
製
糸
場

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以

降
の
期
間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
６
か
月
分
の
保
険
料
を
前
納
す

る
場
合
の
割
引
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問
合
せ　

太
田
社
会
保
険
事
務
所

�
　

－

３
７
１
１

49

　

旧
制
度
の
農
業
者
年
金
加
入
者

で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
か
た

は
、
将
来
年
金
と
し
て
受
給
す
る

か
、
特
例
脱
退
一
時
金
と
し
て
受

け
取
る
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

●
す
で
に　

年
以
上
納
め
た
か
た

20

●
保
険
料
納
付
済
期
間
と
平
成　
14

年
１
月
１
日
か
ら　

歳
の
誕
生
日

65

の
前
月
ま
で
の
期
間
の
合
計
が　
20

年
以
上
あ
る
か
た

※
特
例
脱
退
一
時
金
を
申
請
さ
れ

る
場
合
、
そ
の
請
求
は
、　

月　
12

28

日　

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

(木)
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を

前
納
で
き
ま
す
！

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一

定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険
料

が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

現
金
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
納

付
案
内
書
」
に
付
い
て
い
る
下
期

の
納
付
書
（　

月
分
〜
平
成　

年

10

19

３
月
分
）
を
使
用
し
て
、　

月　
10

31

日　

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

(火)

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
６
か
月
分

の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
さ
ら

に
お
得
で
す
。
口
座
振
替
で
保
険

料
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
８
月
末
日
ま
で
に
金
融
機

関
、
郵
便
局
ま
た
は
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
お

申
し
出
の
際
に
は
、
預
貯
金
通

帳
、
預
貯
金
通
帳
届
出
印
、
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書

な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期

間
中
に
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が

特
例
脱
退
一
時
金
の

請
求
が
終
わ
り
ま
す

年累計  190件板倉の１１０番
※(  )内は累計（６月16日～７月15日）
４件(   18件)�侵入窃盗
１件(   ８件)�車上ねらい
２件(   14件)�自動販売機ねらい
１件(   15件)�乗物盗難
３件(   15件)�その他の事件
２件(   31件)�人身事故
９件(   89件)�物件事故

注意して 事務所・住宅への 侵入窃盗

毎
月
現
金
で

納
め
る
場
合

現
金
で

前
納
す
る
場
合

口
座
振
替
で

前
納
す
る
場
合

８
３，
１
６
０
円

（
６
か
月
分
）

８
２，
４
８
０
円

（
６
か
月
分
）

８
２，
２
２
０
円

（
６
か
月
分
）

夏
休
み
に
親
子
の
思
い
出

作
り
ま
し
ょ
う
！

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

下
水
道
責
任
技
術
者
試
験
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対
象
者　
　

歳
以
上
で
次
に
該
当

40

す
る
か
た

①
今
年
の
基
本
健
診
で
肝
機
能
Ｇ

Ｐ
Ｔ
値
が
要
指
導
２
ａ
・
２
ｂ

②
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ

れ
た

③
過
去
に
大
き
な
外
科
的
処
置
を

受
け
た

④
妊
娠
分 
娩 
時
に
多
量
出
血
し
た

べ
ん

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　８月25日（金）

こ
と
が
あ
る

※
肝
臓
病
を
治
療
中
の
か
た
、
過

去
に
肝
炎
検
査
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
か
た
は
対
象
外
で
す
。

期
日　

９
月　

日　
11

(月)

検
査
料　

無
料
（
全
額
町
負
担
）

申
込
締
切
日　

８
月　

日　
18

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

計
量
モ
ニ
タ
ー
は
、
任
期
中
に

調
査
対
象
商
品
を
購
入
し
た
と

き
、
貸
与
さ
れ
た
「
は
か
り
」
を

使
用
し
て
そ
の
量
目
を
は
か
り
、

「
計
量
日
誌
」に
記
入
す
る
消
費
者

で
す
。

　

計
量
モ
ニ
タ
ー
事
業
は
、
消
費

者
に
よ
る
実
態
調
査
を
通
じ
て
、

消
費
生
活
物
資
の
流
通
過
程
に
お

け
る
適
正
な
計
量
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
電
気
抵
抗
線

式
は
か
り
（
デ
ジ
タ
ル
は
か
り
）

が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

任
期　
　

月
１
日　

〜　

月　

日　

11

(水)

11

30

(木)

募
集
人
員　

２
名

募
集
期
間　

９
月　

日　

ま
で

29

(金)

問
合
せ　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

�
内
線
１
５
３

　

中
高
年
の
か
た
の
就
職
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

内
容　

生
活
設
計
、
自
己
分
析
、

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け

方
な
ど
就
職
活
動
に
役
立
つ
講
習

会
、
仕
事
探
し
（
求
人
開
拓
と
就

職
あ
っ
せ
ん
）
な
ど
を
行
う
こ
と

に
よ
り
最
長
４
か
月
間
、
集
中
的

に
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

会
場

【
中
部
・
吾
妻
・
利
根
沼
田
地
域
】

県
渋
川
合
同
庁
舎

【
西
部
地
域
】

県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

【
東
部
地
域
】

県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
校

対
象　
　

歳
以
上
の
求
職
者

35

定
員　

各
会
場
と
も　

名
12

費
用　

無
料

申
込
期
間

８
月
７
日　

〜
９
月
６
日　

(月)

(水)

申
込
先
・
問
合
せ

県
庁
労
働
政
策
課

�
０
２
７－

２
２
６－

３
４
０
６

�
０
２
７－

２
２
３－

７
５
６
６

電話当 番 店曜日日月

82- 0537㈲根岸工業土５

８

82- 0126尾崎農機日６

82- 1025㈲鈴木設備土12

82- 0027㈲岩崎設備日13

82- 0001㈲しんえい設備土19

82- 0095山岸管工設備日20

82- 0261㈲小倉設備土26

77- 0057宇治川管工日27

82- 1856高田管工設備土２

９

77- 0358㈲長谷川設備日３

82- 2982土橋設備土９

82- 2152㈲佐山設備日10

82- 0537㈲根岸工業土16

82- 0126尾崎農機日17

82- 1025㈲鈴木設備祝18

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
高
年
就
職
支
援
事
業

ご
協
力
く
だ
さ
い

計
量
モ
ニ
タ
ー
募
集
！

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
実
施
！

募集種目及び資格
●２等陸・海・空士
　18歳以上27歳未満（見込み含む）
●曹候補士（陸・海・空）
　18歳以上27歳未満（見込み含む）
●一般曹候補学生（陸・海・空）
　18歳以上24歳未満
●航空学生（海・空）
　18歳以上21歳未満（高卒・見込み含む）
●看護学生（陸）
　18歳以上24歳未満（高卒・見込み含む）
●予備自衛官補
　18歳以上34歳未満（一般）
説明会日時　８月19日(土)
午前10時30分～11時30分
場所　中央公民館
問合せ　自衛隊群馬地方連絡部
太田出張所
�４５－５５６３

日
時　

８
月　

日
25

　

・　

日　

(金)

26

(土)

午
前
９
時　

分
〜

30

午
後
３
時　

分
30

（
受
付
９
時　

分
）

15

場
所　

館
林
高
等
看
護
学
院

対
象　

中
学
生
以
上
の
か
た
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

内
容　

介
護
技
術
の
講
義
と
実

技
、
茶
話
会
、
介
護
用
品
の
掲
示

定
員　

両
日
各　

名
20

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

申
込
期
日　

８
月　

日　
18

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
高
等
看
護
学
院

�
　

－

７
１
７
５

73

�

tatekan@giga.ocn.ne.jp
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職種　調理員　受付期間　随時
採用人数　１名
月給　１３７,５００円
申込方法　臨時職員登録申込書（総務
課・各公民館で配布）に記入し提出。
申込先・問合せ　総務課職員係
�内線１１４

　

旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
か
た
（
該

当
す
る
か
た
の
遺
族
を
含
む
）、

終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
か
た

に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　

請
求
書
類
は
、
役
場
福
祉
課
の

窓
口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
既
に

請
求
さ
れ
た
か
た
は
、
再
度
請
求

さ
れ
る
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金

�
０
１
２
０－

２
３
４－

９
３
３

　

第　

回
全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま

25

フ
ェ
ア
が
平
成　

年
に
開
催
さ
れ

20

る
予
定
で
す
。
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
で

は
、
東
部
県
民
局
管
内（
太
田
市
・

桐
生
市
・
館
林
市
・
み
ど
り
市
・

邑
楽
郡
五
町
）
の
花
や
緑
の
美
し

い
場
所
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し

て
、
広
く
県
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
県
民
参
加
に
よ
る
「
花
」

「
緑
」
の
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

公
募
要
領

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
候
補
地
と
し

て
、
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

は
、
①
氏
名
ま
た
は
企
業
名　

②

連
絡
先　

③
施
設
の
場
所　

④
主

な
施
設
の
概
要
（
簡
単
な
施
設
の

紹
介
）
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
募
期
限　

８
月　

日　
18

(金)

問
合
せ　

東
部
県
民
局
太
田
土
木

事
務
所
計
画
調
整
グ
ル
ー
プ

�
　

－

２
３
４
５

32

　

第
４
回
両
毛
交
流
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
太
田
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

主
催　

両
毛
広
域
都
市
圏
総
合
整

備
推
進
協
議
会

日
時　
　

月　

日　
（
小
雨
決
行
）

10

29

(日)

８
時　

分
受
付
・
９
時　

分
出
発

30

30

集
合
場
所　

太
田
市
運
動
公
園

コ
ー
ス

◆
の
ん
び
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

　
（
約　

㎞
）

10

◆
ゆ
っ
た
り
散
策
コ
ー
ス

　
（
約　

㎞
）

12

◆
た
っ
ぷ
り
健
脚
コ
ー
ス

　
（
約　

㎞
）

15

募
集
人
員　

１，
３
０
０
人

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

参
加
希
望
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

参
加
コ
ー
ス
を
記
入
の
う
え
、
は

が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

い
ず
れ
か
の
方
法
で
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

８
月
１
日　

〜　

月
６
日　

(火)

10

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

〒
３
７
４－

０
１
９
２

板
倉
町
大
字
板
倉
２
０
６
７

�
内
線
１
３
５

�
　

－

２
７
４
２

82

http://www.sunfield.ne.jp/

ryoumoukouiki/
【
建
設
課
】

平
成　

年
度
町
道
修
繕
工
事

18

工
事
場
所　

板
倉
町
地
内

落
札
金
額　

１，
４
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

【
上
下
水
道
課
】

平
成　

年
度

18

町
道
２－

　

号
線
配
水
管
布
設
替

33

工
事
設
計
書
作
成
業
務

業
務
場
所　

大
字
岩
田
地
内

落
札
金
額　

１，
３
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

北
関
東
設
計
測
量�

【
教
育
委
員
会
】

板
倉
町
立
東
小
学
校
プ
ー
ル
循
環

浄
化
装
置
取
替
工
事

工
事
場
所　

大
字
海
老
瀬
地
内

落
札
金
額　

５，
４
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
長
谷
川
設
備

板
倉
町
立
南
小
学
校
体
育
館
屋
根

塗
り
替
え
・ 
雨  
樋 
改
修
工
事

あ
ま 
ど
い

工
事
場
所　

大
字
大
高
嶋
地
内

落
札
金
額　

４，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
ヤ
リ
田
工
務
店

板
倉
町
立
板
倉
中
学
校
普
通
教
室

床
改
修
工
事

工
事
場
所　

大
字
板
倉
地
内

落
札
金
額　

３，
６
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

三
郷
建
設
工
業�

板
倉
町
立
板
倉
中
学
校
西
側
フ
ェ

ン
ス
設
置
工
事

工
事
場
所　

大
字
板
倉
地
内

落
札
金
額　

２，
４
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

斎
藤
建
設
工
業�

揚
舟
事
業
指
定
寄
付
金
と
し
て

▼
金　

５
０，
０
０
０
円

 
簗  
田  
輝  
子 　

様

や
な 
だ 
て
る 
こ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
候
補
地

太
平
記
の
里

太
田
を
歩
こ
う
！

恩
給
欠
格
者

引
揚
者
の
か
た
へ

【
エ
ア
コ
ン
】

◆
夏
の
設
定

温
度
は　

℃
28

を
目
安

◆
無
駄
な
運

転
を
し
な
い

◆
カ
ー
テ
ン

な
ど
で
熱
を
遮
断

◆
ま
め
に
フ
ィ
ル
タ
ー
を
掃
除

◆
扇
風
機
の
併
用
で
部
屋
全
体

に
エ
ア
コ
ン
の
風
を
循
環

【
冷
蔵
庫
】

◆
も
の
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

◆
扉
は
開
閉
回
数
を
少
な
く　

◆
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら

◆
季
節
に
あ
わ
せ
た
温
度
調
整

◆
壁
と
適
当
な
間
を
空
け
設
置

問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

�
　

－

５
３
７
１

82
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高
脂
血
症
は
、
生
活
習
慣
（
特

に
食
生
活
）
の
影
響
が
大
き
い
病

気
で
す
。
こ
の
教
室
で
生
活
習
慣

を
見
直
す
き
っ
か
け
作
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

日
程
・
内
容

【
１
日
目
】　

８
月　

日　
24

(木)

◆
高
脂
血
症
に
つ
い
て
学
び
、
か

ら
だ
を
動
か
し
な
が
ら
運
動
の
ポ

イ
ン
ト
を
つ
か
む

【
２
日
目
】　

９
月
６
日　
(水)

◆
生
活
の
実
態
を
知
り
、
改
善
方

法
を
考
え
る

時
間

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

定
員　
　

名
30

申
込
期
日　

８
月　

日　
11

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介してます

【０～１歳児】
７日（月）　スイカ割り
21日(月）　ヨーヨーつり
28日（月）　プール遊び
【２歳以上児】
４日（金）　スイカ割り
11日（金）　ヨーヨーつり
25日（金）　プール遊び
対象　保育園や幼稚園に入園する
前のお子さんとその家族
時間　午前10時～正午
※自由開放（火～木曜日は終日、
月・金曜日の午後）も行っています。
お友達ができるチャンスです！
問合せ　西保育園
�８２－２０１４

館 林 邑 楽 全 地 区館 林
板 倉期 日 耳 鼻 科小児科・内科外 科内 科

小倉医院
７２－０６０６

森下内科医院
７３－７７７６

小曽根整形外科
７２－７７０７

落合医院
７２－３１６０

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

８月６日
(日)

川田耳鼻喉咽科医院
７２－３３１４

くぼた小児科医院
６２－９１１６

土井レディスクリニック
７２－８８４１

吉田内科クリニック
７０－７１１７

館林地区と同じ
８月13日
(日)

川村耳鼻喉咽科医院
７２－１３３７

真中医院
７２－１６３０

澤田皮膚外科
７０－７７０３

松井内科医院
７５－９８８０

館林地区と同じ
８月20日
(日)

今村クリニック
７０－２２２１

小児科おぎわらクリニック
６１－１１３３

最上胃腸科外科
７４－３７６３

大石内科医院
７４－２３６２

館林地区と同じ
８月27日
(日)

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

神尾内科医院
７５－１２８８

館林医院
７４－２１１２

まりレディスクリニック
７６－７７７５

井上整形外科医院
８２－１１３１

９月３日
(日)

小倉医院
７２－０６０６

菅沼医院
７２－９０９０

慶友整形外科医院
７２－６０００

多々良診療所
７２－３０６０

増田医院
８２－２２５５

９月10日
(日)

川田耳鼻喉咽科医院
７２－３３１４

竹越医院
８４－３１３７

海宝病院
７４－０８１１

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

館林地区と同じ
９月17日
(日)

－
小林内科医院
８８－８２７８

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

安楽岡医院
７２－０５７２

館林地区と同じ
９月18日
(祝)

－
さくらクリニック
７２－３８５５

川島脳神経外科医院
７５－５５１１

うえの医院
７２－３３３０

館林地区と同じ
９月23日
(祝)

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科・外科）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　

　午後７時～10時（土・日、祝日を除く）　
内科・小児科（要電話確認）　　　　

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７
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労
災
の
年
金
・
介
護
、
生
活
問

題
心
配
ご
と
及
び
仕
事
の
疲
れ
か

ら
く
る
健
康
・
精
神
的
悩
み
、「
過

労
死
」
な
ど
の
無
料
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

申
込
先
・
問
合
せ

労
災
年
金
福
祉
協
会　

群
馬
労
災

年
金
相
談
所

�
０
２
７－

２
４
３－

２
８
８
１

【
季
楽
里
情
報
】

▼
季
楽
里
な
ん
で
も
学
習
会

日
時　

８
月
９
日　
(水)

　
　
　

午
後
７
時
〜

場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
野
菜
な
ん
で
も
相
談
会

日
時　

８
月　

日　
16

(水)

　
　
　

午
後
３
時
〜

場
所　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

希
望
者
は
事
前
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

�
　

－

４
１
４
７

91

テーマ　 ８  ０  ２  ０ を目指して
ハチ マル ニイ マル

80歳で20本の歯を残しましょう
日時　８月28日(月)　午後４時
場所　館林厚生病院多目的ホール
講師　歯科医師　 鎌  田  紀  子 さん

かま だ のり こ

　　　（館林厚生病院　歯科部長）
参加費　無料
申込先　直接会場へおいでください
協賛　館林市邑楽郡医師会
問合せ　館林厚生病院総務課
�７２－３１４０

高
脂
血
症
予
防
教
室
を

開
催
し
ま
す

労
災
保
険
の
こ
と

ご
相
談
く
だ
さ
い
！



( 16( 16))

定　

例　

相　

談

●
法
律
相
談　

午
後
１
時
〜
３
時

　

問
合
せ　

総
務
課　
�
内
線
１
１
５

●
行
政
相
談　

午
前　

時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

企
画
財
政
課　
�
内
線
１
３
６

●
人
権
相
談　

午
前　

時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

町
民
生
活
課　
�
内
線
１
２
４

●
農
地
相
談　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会　
�
内
線
１
３
０

●
教
育
相
談

　

問
合
せ　

教
育
研
究
所　
�
　

－

０
８
３
４

82

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
情
報

　

▼
心
配
ご
と
相
談　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談（
毎
週
月
〜
金
）

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
・
教
室
情
報

　

▼
療
育
リ
ハ
ビ
リ
相
談
（
作
業
療
法
士
）

　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

※
要
予
約

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
子
育
て
相
談
（
毎
週
月
〜
金
曜
日
）

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

西
保
育
園　
�
　

－

２
０
１
４

82

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口
（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ

　

中
央
公
民
館　
�
　

－

２
４
３
５

82

　

東
部
公
民
館　
�
　

－

１
２
４
１

82

　

南
部
公
民
館　
�
　

－

１
４
２
４

82

　

北
部
公
民
館　
�
　

－

１
８
５
５

77

●
交
通
事
故
巡
回
相
談　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

　

太
田
市
役
所
交
通
政
策
課

　

問
合
せ　

総
務
課　
�
内
線
１
５
５

▲揚舟講座

▼うどん打ち体験

土金木水火月日

５４３２１ ※(　 )内は開催場所になります.
   (町)…役場
   (保)…保健センター
   (資)…資源化センター 
   (福)…福祉センター
   (季)…健康の郷「季楽里」
   (中公・東公・南公・北公)…各公民館

●健康相談(北公・保)
●交通事故巡回相談
●教育相談
14: 00～16: 00(中公)

◆結果説明会(保)●教育相談
14: 00～16: 00(中公)

◆結果説明会(北公)

121110９８７６
●健康相談(保)
◆乳児健診・BCG接種(保）

●教育相談
10: 00～12: 00(中公)
◆季楽里なんでも学習会
(中公)

●法律相談(中公)
●人権相談(北公)
●心配ごと相談（福）
◆粗大ゴミ受入日
9: 00～15: 00(資)

●農地相談(町)
　※次回９月４日予定
◆コアラ学級(保)
　※次回９月４日予定
◆粗大ゴミ収集締切日

◆結果説明会(保)

19181716151413
●教育相談
14: 00～16: 00(中公)

●健康相談(東公・保)
●交通事故巡回相談
◆粗大ゴミ収集収集日

●教育相談
14: 00～16: 00(中公)

●野菜なんでも相談会
(季)

◆粗大ゴミ収集調査日

26252423222120
●健康相談(保)
●教育相談
14: 00～16: 00(中公)
◆３歳児健診(保)
◆水道料金口座振替日

◆高脂血症予防教室(保)◆リハビリ教室(保)●教育相談
10: 00～12: 00(中公)
●心配ごと相談（福）
●行政相談（福）
◆１歳６か月児健診(保)

◆第29回夏季町民卓球
大会兼館林邑楽地区
中学高校卓球大会

【定休日及び休館日のお知らせ】
○健康の郷「季楽里」：木曜日及び
　　　　　　　　　　　21日(月)～24日(木)
○各公民館：月曜日及び15日(火)・16日(水)
○海洋センター：月曜日及び15日(火)・16日(水)  
○わたらせ自然館：月・火曜日及び16日(水)
※詳しくは各施設までお問い合わせください。

3130292827
●療育リハビリ相談会
(保)

◆粗大ゴミ受入日
9: 00～15: 00(資)

◆小・中学校２学期始業式◆季楽里特売日

�
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
へ
第
２
分
団
の
指
揮

者
と
し
て
出
場
！　

一

番
目
に
試
技
開
始
。
あ

ま
り
に
緊
張
し
す
ぎ
て

よ
く
覚
え
て
い
な
い
。

練
習
、
大
会
を
通
し
て

選
手
と
団
員
が
一
致
団

結
で
き
、
充
実
と
達
成

感
に
満
ち
て
い
る
。　
( I )

�
梅
雨
明
け
の
遅
れ

は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
増
加

の
影
響
が
あ
る
よ
う
で

す
。
い
ず
れ
日
本
は
１

年
間
の
約
半
分
が
夏
に

な
る
と
い
う
話
も
。
こ

の
異
常
気
象
、
ど
こ
ま

で
耐
え
て
い
け
る
の

か
？　

大
丈
夫
か
俺
！　
(T)


